















勧告XV1-IO,　観 光 ・非政府活動 を問題に した勧告



















検 討 の 結 果 は 附 属 書Vと しての 体 裁 で まと め られ,議
定 書 発 効 に 際 して は,同 時 に 発 効 す る よ う に との 勧 告
XVI-10の附属 書 と して採 択 され た.新 保 護 区 域 は,そ
こ へ の 立 ち 入 り に 政 府 の 許 可 を 必 要 とす るAntarctic
SpeciaLly　Protected　Areaと,許11∫は 不 要 で あ る が 管 理
計 画 に 従 っ た 行 動 が 要 求 さ れ るAntarctic　SpecialLy
Managed　Areaとか ら 成 る.こ れ まで のSPA,　SSSIは
前者 に 組 み 込 まれ る,ま た 史蹟 は,新 た に指 定 され る 史








合を開催すべ しとの勧告XVI-13を採択 した.そ こでは,
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年 開催 だ けが 決 定 され た.こ の結 果,次 回 協 議 国 会 議 は,
1992年11JlllHから20日の 間,ベ ネチ アで 開 催 され る こ
と と な っ た.協 議国 会 議 開 催 は ア ル フ ァベ ッ ト順 とい う
慣 例 に 従 え ば,1993年の 会 議 はR本 で とい うこ とに な る.
(筆者:国 立 極 地研 究所 長)
第11回南極条約特別協議会議
一 南極環境保護議定書の採択一
吉 田 栄 夫
1989年10月,パリで開催 された第15回南極条約協議国
会議では,21におよぶ勧告一各国政府が南極で.あ るい
は南極に関連 して履行すべ き事柄一 が採択されたが.

































が ドイ ツ代 表 か ら 行 わ れ た)のD.グ ラ ノウ 首席 代 表,
ウル グア イ代 表 団 のR.プ セ イ ロ氏 が 選 ば れ た.
第1作 業 部 会 で は.基 本原 則,機 構,賠 償 責 任,修 正
手 続 き.監 視 と査 察,紛 争 調 停 な ど 多 くの こ とが 議 論 さ
れ た.主 要 な 論 点 の 一・つ は.新 しい 法 的 枠 組 をつ くる べ
きで あ る とす る 意 見 の.・致 はあ る もの の,そ れ を南 極 条
約 に 対す る議 定 書 と す る か,そ れ と も生 物 資 源 や 鉱物 資
源 の 場合 の よ うに別 の 条 約 を新 た に 作 る か に あ った.フ
ラ ン スや オ ー ス トラ リア は 別 条 約 形 式 の 草 案 を用 意 して
熱 心 に主 張 した.ニ ュー ジー ラ ン ドは包括 的 な 大 部 の草
案 を議定/1}:として提 案 した.会 議 の 空 気 は1義定II陸よ し
と す る方 向 に傾 いた.も う一つ は,南 極 に お け る鉱 物 資
源 活 動の 禁|L問題 で あ っ た.永 久 禁1ヒや 長 期 に亘 る禁1ヒ
を 主張 す るi司が 多か っ た が,他 方,1988年に採 択 さ れた
南 極 鉱物 資 源 活 動 規 制 条約 は,環 境 保 護 に 十 分配 慮 した
も の であ り,こ れ を発 効 させ る こ とが 環 境 保 護 と背 馳 す
る もので は ない とい う意 見 も表 明 され た.こ れ に対 して
1論理 的 には その 通 りで あ るが.世 論 は 禁1ヒを求 め て い て
この 空 気 に 従 わ ざる と得 な い と い う声 もあ った .結 局,
科 学 調査 以 外 の 鉱 物 資 源 活 動 は禁1ヒす るが,そ の 決 め方
は今 後の 協 議 に 委 ね る形 の,議 定 書 と して の た た き台が
会 議 終 了ぎ りぎ りに 提 案 され,こ れ が この 会 議 の 成 果の
一.・つ とな った .
第2作 業 部 会 の.方で は.現 在 施 行 され て い る"南 極の
動 物 相 ・植 物相 の 保 存 の た め の 合 意措 置1'や,第M回 南
極 条 約 協 議 国 会 議 で の 環 境 影 響 評 価 に 関 す る 勧 告
Xlv-2,第15回協 議 国 会議 で の 廃 棄物 処 理 に 関 す る 勧告
XV-3,同 じ く海 洋 汚 染 に 関 す る 勧 告XV-4,そ れ にニ
ュ ー ジー ラ ン ドの議 定.llF案に 含 まれ る これ らに 関す る部
分,あ る い は こ れ ら に 関す る い くつ か の 国 の提 案 な どの
検 討,見 直 しに 基づ い て,原 案 の模 索 が行 われ た.現 在
南 極 で 飼 育 して い る 犬 をど うす る か に つ い て も長 い議 論
が あ った.海 洋 汚 染 に つい て は"1973年の船 舶 に よ る汚
染 の 防1ヒの ため の 国際 条約 とそ れ に 関 す る1978年の 議 定
書 及 び 附 属 書 〔MARPOL73/78)"に沿 う よ う 勧 告
XV-4が定 め られ て い て,1990年U月 に この 条約 の 下 で
の`'特別海 域'に 南 極 海域 が 指 定 され た こ と もあ っ て,
こ れ に 従 う 素案 が 作 ら れた.し か しこ の 条約 は大 変 複 雑
で,各 国代 望ξ団 に これ に詳 しい 人が い なか った た め ,後
に か な り修 正 をす る破 目に な っ た.こ う して ビ 一二 ャデ
ル マ ー ルで は.・ ・応 議 定ilF素案 と,環 境 影 響 評 価,動 植
物 相保 護,廃 棄 物 処 理.海 洋 汚 染の 四 つ の 附 属 書 の1';1二案
が作 成 され,こ れ を も ととす る 第|1会期 は,ス ペ イ ンの
招 請 に よ りマ ドリ ー ドで開 か れ る こ と と な り,12川6H
第1会 期 を終 えた.
マ ドリー ドで の 最 初 の会 合 は1991年4月22Rから30日
の 間,全 体 会 議 議 長 を スペ イ ンのC.プ ラ ス コ 国 際経 済
2








4附属書:も形 を整えた.こ うしたことか ら,6月23日の
南極条約発効30周年記念日に議定書 と附属害 を採択する




























を行 う この 計 画 は,実 は 世 界 中 の雪 氷 コ ア研 究 者 達 の 長
年の 夢 で あ った.
1979～81年に グ リー ン ラ ン ド1)ye3にお い て,表 面
か ら基盤 に至 る 全 層2⑪37mの深 層 コ ア掘 削 が成 功 した.
こ れ はGISP計 画 と 呼 ば れ,1961年 一66年 のCamp
CenturyコアCl387m)に 続 く快 挙 で あ った.そ のPI
〔各 国 の 研 究 代 表 者)(3名)の 中,ア メ リ カ のLang-
way先生 と ス イ ス のOeschger先生 と は極 地研 究 所 に 来
られ て 講 演 を され て い るの で,ご 記 憶 の.方もあ ろ うか と
思 う.(も う一 人 のPIで あ る デ ンマ ー ク のDansgaard
先 生 につ い て は,残 念 なが ら機 会 が な か っ た よ うに思 う
が,そ こ の 助 教 授 のClausen博:1:はや は り極 地 研 究 所
で 講 演 され て い る,)も う十 数 年 も前 に,彼 ら がGISP
計画 を練 り上げ て い た と き,堀 削 の 最 適 地 と して 最 初 に
挙 げ た の はDye3で は な く,実 は こ の ドー ム で あ っ た
と聞 い て い る.ド ー ム は乾 雪 域 に属 し,炭 酸 ガ ス濃 度 の
測 定 に は理 想 的 で あ る.ま た,ウ ィス コ ン シ ン氷 期 の 氷











D`)rthe　DahL.jensen　〔Denmark)達 に よ ゐthl　laS　IE　'sLIJV.V　JZ　MV　,E
〔GRIP)
グ リ ー ン ラ ン ド氷 コ ア 研 究 計 画
(Greenland　Icecore　Projeet;　GRIP)
庄 子 仁
平 成2年 度 か ら3年 計 画 と して,グ リー ン ラ ン ド中 央
部 の ドー ム 頂 上(72e35'N,37°38'W)にお い て.上 記
の 研 究 遂 行 の た め の深 層 コ ア掘 削 が ス ター トして い る.
欧 州 科 学 財 団 の 支援 の 下,全 ヨー ロ ッパが 共 同 して研 究
日本 隊 に よ る深 層 コ ア ドリ ル の フ ィー ル ド
試験(GRIP　Associated　Project)
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の 年 代 は 数十 万 年 前 と推 定 され るな ど,数 々 の魅 力 に 溢
れ て い る 場 所 で あ る.現 在 掘 削 深 度 は 既 に2321m(グ
リー ン ラ ン ドで は最 深 長,　llly"で2番目)に 達 して お り,
来 シー ズ ンで 連 続掘 削 が 完9す る予 定 で あ る.
GRIP,i'1.[Hriでは前 述 の デ ンマ ー ク と ス イス に加 え て,
ボ ス トー ク,ド ー ム ・シ ー 哺 極 で の掘 削地 点)コ ア解
析 の 実 績 を もつ フ ラ ン ス や,　BAS　(イギ リ ス 南 極 局}
0)イギ リ ス ・新 鋭 ドイ ツ ・イ タ リア ・ベ ル ギ ー ・オ ー ス
トリア な ど,全 ヨ ー ロ ソバ 挙 げ て の 陣営 とな っ て い る.
こ う した 多国 間 の 協 同 作 業 ・研 究 に とっ て 大 切 な のが,
プ ロ グ ラ ム を成 功 させ る た め の フェ ア ー な調 整 で あ る.
各 々 の 国 には そ れ ぞ れ の フ ァ ミリー ・ トラブ ルが あ りFlr
情 は 複 雑 で あ る.し か し,だ か らと い っ て参 加諸 経 費 ・
人 員 な どの 負 担 を単 純 な頭 害llりに した り,直 接 の 測 定 者
とい う名 の も と に特 定 の 人 が デ ー タを抱 え込 む こ とな ど
は 決 して フ ェ ア ーで は な い.し か し不思 議 な もの で,そ
ん な こ と をい ち い ち 考 え な く と も.大 規模 火 山爆 発の シ
グナ ルや,,,.1.t=・灰 色 ・白 の 層 構 造,長 さlmmの い:大ク
ラ ス レー ト粒t'・,氷期 中の プ リ ソプ ・フ ロ ップ信 号 な ど
が 見 つ か り出 す と,誰 で も皆 興 奮 して 走 りだ し,熱 気 に
包 まれ た キ ャ ン プ は 自然 に.・大 フ ァ ミリー化 して し まう.
日本 は1991-92年の2シ ー ズ ンに わ た って,　GRIPの
招 待 科 学 者1名 を フ ィー ル ドに送 り込 み,コ アの 物 理 解
析,特 に 力学 的 性 質 に 関 す る 共 同研 究 を行 う こ とが 認 め
られ て い る.ま た,日 本 が 南極 ドー ムF計 画 に向 けて 開
発 中 で あ る 深 層 ド リル の フ ィー ル ド試 験 に つ い て も,
GRIP　r£」連 プ ロ ジ ェ ク トの ひ とつ と して,2シ ー ズ ンに
わ た る参 加が 認 め られ て い る.　GRIPサ イ ドか らの こ う
した1暖か い 誘 い が,わ れ わ れ ベ ンチ レベ ルの 研 究 者の 国
際 化 に と って ど れ だ けrt重な もの か と考 え る と き,フ ェ
ア ー な 国 際 協 力 の た め に,わ れ わ れ もガ ンバ ロ ウ とい う
気 が す こ しす る,



























㌶1瓢㍍灘繍 ㌶ 藁;㌫ ㌶ ●
究で,目 的は南極海洋性フローラと大陸性フローラの比














ポ ス ター セ ッシ ョンで は,近 年 の 地球 環 境 問題 に 関 連
したJGOFS　(全球 的 オー シ ャ ンフ ラ ッ ク ス 協Ilrl研究)
タイ プの 研 究 が い くつ か 発表 され た の が 注 目 され た ほ か,
動 物 の潜 水 行 動 関 係 で 興 味 あ る 成 果 が示 され 他,淡 水 藻
類 を 中心 と した植 物 の 生 理 活性 に 関 す る研 究 も多 くあ り,
従 来 に比 べ 研 究 の 分 野 が 変 わ りつ つ あ る点 が 目に付 い た.
全体 の 印 象 と して は,研 究 の 内 容 が よ リダ イ ナ ミ ック に
な りつ つ あ る よ うに思 われ,今 後 の 発 展 が 期 待 され た.
地域 別 発 表件 数 は,南 極 関 係51件,北 極 関 係ll件,そ の
他3件 で あ っ た.
極 域 生物 シ ンポ ジ ウ ム は,国 際 的 に も多 くの関 係 者 が
関心 を寄せ て お り今 回 も韓 国,中 国,イ ン ド,オ ー ス ト
ラ リア.英 国,ブ ラ ジル,ボ ー ラ ン ド,南 ア フ リカか ら
13件の 発 表 と8名 の参 加 が あ っ た.
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第33次南極地域観測隊出発 第34次観測隊長 ・副隊長決まる
第33次南極地域観測隊(福 地光男隊長ら53名,ブラジ









測定,海 氷圏生物調査,リ ュッォ ・ホルム湾沿岸露岩域
での地質精査などの夏期観測活動を行う.
越冬観測では,宙空系の 「極域擾乱と磁気圏構造の総
合観測」,地学系の 「クイー ンモー ドラン ド及びエン
ダービーラン ドの地殻形成過程の研究調査」,気水圏系

































































先 ず,村 山 鼎足 名 誉教1・2は.「南 極 観 測 い ま む か[,
と題 し,南 極 観 測 船 「)}で谷」,「..ふじ」,「しら.ぜ」 の 待時.
代 に お け る南 極 観 測 事業 の 性 格 や学 術 的意浮迄の変 遷 等 に
つ い て 興 味深 い エ ピ ソー ドを 交 えて 講 演 ,次 いで1|け叫 ㌧.
㌃教 授 力一1時代 のA±1'IIIiを行 く南極 条約flこiljll」と題 して ,
1}1極条約 休{1111成1't/の時 代 的 背!i1.制度 的 特 徴./ド 日1'[tJ.IJ、
義 ・・巨要性 な ピにつ い て わ か りや す く解 説.そ し て最 後
に.田rl|川:淳t.さん が[世 界の11[を々め ざ して」 と題L ,
「匂恢 大 陸 最高1[1↑の ピ.ンソ ンマ シ フ登 「〔の 経 験 を活Ll」の 中
心 に しつ つ,地 」求環 境 保ILi,ilのlfi:.要'性に つ い て 説 得 力あ ふ
れ る語 り くち で1;「VJ':演した.
'「後611.Y;ll始の とこ ろ 、21].V,間近 く も前 か ら入場 を 待
つ 人 な ど,お よ そ3〔〕0人の 聴 衆 がつ め か け,盛 況 の う ち
に'i,後8時・1()分閉 会 した .
故伊神輝氏の蔵書寄贈さる
東 京 人 学地 震 研 究1リ1のPl禅師助 教 授 は去 る10月]日,
急 逝 され たが.蔵,1トの 部 が 御1童族 に よ り極 地 研 究りi図
、「F室に寄 贈 さtした.
伊 神.琿助 教1.';"は第2〔1次夏,第21次 越 冬 と続 け て 南極 観
測 隊 に参1川し.1}1極大陸 で 初 め て の 精 密 な 大 規模 人1:地
震 観 測 を成 功 に導 いた 推 進 者 の.・人 で あ った.帰IIJ後も,
毎 年 の よ うに1|;-11「〕研 究 吝・に1川わ り,南 極 大 陸 の地 卜.構:造
の 解 明 を続 け て い た.極 地 研 究 所 へ は}旦;測n9に.図.lil/室
に 無 い 木 だ け を頂 く こ とに した が,そ れ で も2D〔珊 に 達
す る..臼.二人学 院 μIll;:と図1i}:室で呼 ん で い る 学術 図書 で,
ギ1.:,11・か1多い.
ijl]遺族 の 好 意1に感 、射す る と と もに,伊 神燐1助教 授 の{鋼1
'





K.「 メ リ・一ラ ン ド ノく学:環 境 科'1;:t研究 セ ン'f-..教
授:1
7Jl20[1-.8月6日 　 Prof.　JANARDHAN,　 A.　S.　1イ
ン ド メ イ ソ ー レ 人 学 地 質 学 科 多気授}
7J]Ltr,[|一.7∫|27日　 Mr.　JAYATILEKE 、　S.　1:セイv
ン1:1・「]S:技術 研 ラビ所 研 究 員)
8Jl24日.一一8月26||　 Prof.　KOPONEN,　 T.　〔ヘ ル シ ン
キ 人学{;直物it:f1.教授)
Dr.　KOPONEN、 　A、　 〔ヘ ル シ ン キ ノく学 林 学 科・{il|究
　 　 LV
Mr.　ALANKO、 　P.　〔ヘ ル シ ン キ 大 学 園 芸 「L;∫:11,i.il
任 研 究 川)
Mr.　KARIIU,　N.　')tフィ ン ラ ン ド樹 木 学 会 ∫こ1.ミl
Mr.　KASVL　A.　「ツ ル ク 大'.i::植物 障1}"t「:園芸UI
Ms.　KAUPP【LA、　A.　「フtン ラ ン ド樹 木'.i≒会 副
会 長)
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Ms.　RH[TNIEML　 A.　〔バ ン タ ーー ン 公1・;ご「協 会 造 園
部 研 究 員 〕
Ms.　RYTKOLA、 　1.　〔ツ ル ク 南 公 園 部f1月.`先月l
Ms.　RYYNANEN.　 L.　〔フ ィ ン ラ ン ド森 林 研 「フヒ所
研 究 員1
Mr、　SALMINEN.　M.　〔[±1央フ ィ ン ラ ン ド環 境 庁
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Ms.　SALONEN,　K.　〔ツ ル ク 市 公[li陪IS庭園1[1「D
Ms.　SIURUAINEN,　M.　〔オ ウ ルJt学 植 物[9tltiJi:究
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Ms.　T八RVAINEN,　 A.川 「央 ウ ウ シ マ 農 業 部 園
芸 川
Ms、　LONNBERG,　 G.　〔ス ト レ ン ス 農 学 研 究 日}
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9)111ト9月3日 孫 枢　 (Dr.SUIIShu　[IT」}1111家
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極 地 研 ニ ュ ー ス106
極 地 研究 所研 究li)
9月23日 一9月28H　 Dr.　SCORZELLI,　R.　〔ブ ラ ジ ル
中 央 物 理研 究 所研 究 員)
10月1111-10月24　FI Prof.　WASSMANN,　P.　(トロ ム
ソ大 学 水 産 学 部 教授)
11J]5日～11月8日 　 Dr.　UPADHYAY、　B.P.　(ネパ ー
ル水 ・エ ネ ルギ ー委 員 会 顧 問)
Prof.　SCOURFIELD,　N.　W.　J.　(南ア フ リカ 共和
国 ナ タ ー ル大 学 教 授 ・名古 屋 大学 太 陽 地 球 環 境 研
究 所 客 員教 授)
Mr.　HOUGH,G,　(ナター ル大 学)
11」]9日～11月12日　 Prof.　WALTON、　D,　〔米 国 マ ッ ク
スマ ス ター大 学 物 理 ・天文 学教 室教 授}
11Jl19日～11」]211.{張 文 敬 〔Dr.　Zhang　Wenjing
中 国 科 学 院 蘭州 氷河 凍 上研 究所 副 教 授)
11J120日趙 尚学 〔Mr.　Zhao　Shangxue　同1:程師)
」.15東涛 〔Mr.　Ma　1)ongtno　l司　 li斤先 員)
11月21日－ll月23日　 Dr.　PERERA,　L.　R.　K,　(スリ ラ
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ル シ ョフ海 洋 研 究 所 長)
12)18H～12月10日　 Prof.　SCHAFFER,　G.　(スウ ェ ー






及び建物周辺,ヘ リポー ト1似こ融雪用の砂まきや,ブ ル
ドーザーによる除雪作業を開始 し緒川1勺に実施 した.除
● ・糠 ・川刷 ・進・・脚 ・・繍 蹴 捌 ・峨
よ うに な っ た.
野外 活 動 は,天 候,海 氷 状 況 に恵 まれ た.'IIもあ り順1調
に 実 施 され た.
内 陸 調 査 旅 行 は ドー ム中 間 キ ャ ンプ地 点 を,昭 和 基地
よ り600km地点 に 決 定 し,2度 に 渡 り物 資 輸 送 旅 行 が
実 施 され た.
沿 岸 調 査 は,ア デ リーペ ン ギ ン等 の 調 査 が順 調 に 行 わ
れ た.
航 空 機 に よる 観 測 は,求 縁 監 視 空撮,ル ー ト偵 察 を 行
い.リ ュ ツ オ ・ホ ル ム 湾南 部 で こ れ まで地 図 に記 載 され
て い ない3つ の 島 を見 つ け た.
12月に 入 り,南 極 で の生 活 も残 り少 な くな り,観 測,












では,観測機器の撤収,梱 包や雪上車,櫨 の整備,短 波
送信機の撤収梱包作業を実施した.
野外行動は,　LO地点の無人観測機器の撤収旅行やバ
















助 教 授 資 料 系 小
(オー ロ ラ資 料 部11}D
野 高.右(助 手資料系)
7
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antaretic　Station9.　)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,temP、)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pres.　ure,　sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・!O分 間 平 均(Max.　 wind　s.　1)eed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min,　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速 　 (Gust)　(m/s)
平 均 雲:liヒ〔Meancloudcover)　(1/10)





























































この島で.・際 目につ く動物がスバルバール トナカイ














物 を たべ る こ とが で き る と い う.し か し,夏 の 間 に 蓄
え た 体 液が,長 い 冬 の 問 に約3分 の2程 に減 って し ま
う,と い った 生 活 を繰 り返 して い る とい う報 告 もあ る.
はた して.彼 ら は 今 の 生 活 で 満 足 な の か?ト ナ カ イ語
とい う もの が 理 解 で きれ ば(ソ ロ モ ンの 指 輪 が あ った
ら)直 接 聞 く こ と もで き る の だ が,で き な い の で,ち
ょ っ とい た ず ら心 か ら 大 ま か な トナ カ イ生 活 状 況 とい
った もの を,彼 ら の 成 長 速 度 と食べ 物 を通 じて お お ま
か に 評 価 して み よ う.
さ きに 述 べ た記 録 か ら,二 一 オ ル ス ンの トナ カ イの
数 は 約10年間 で13倍に増 え た 計算 に な る.ね ず み 算式
に考 え る と,1組 の トナ カ イ 夫婦 が.・年 間 に1頭 の 子
供 を 生 み.そ の子 供 が 次 の 年 まで に は 成 熟 し,そ れ ら
が 新 た な 結 婚 相 手 を見 つ け てf'供を1頭 生 み,と い っ
た こ と を(若t'の 死 亡 を見 積 っ た 上 で)順 調 に 続 け て
き た 結 果 に 相 当 す る.ト ナ カ イ 程 の 大 き さ(体 重
50kg)の哺 乳 類 夫 婦 が1年 間 に1頭 の.∫・供 をつ くりな
が ら生 活 して 行 くた め に は,実 に1頸 当 り2t以 上
〔・一日5kg以 上)の 食 べ 物 が必 要 と な る.こ の 数 字 を
見 る と,彼 ら の 食 べ物 は 今,十 分 あ る の だ ろ うか?と
い っ た こ とが 心 配 に な る.ツ ン ドラllt帯に は平 均 して
1m!当 り500gの植 物 た ちが 生 え る.こ の 植 物 た ち は
極 地 環 境 で せ いぜ い1年 当 り.・臼 玉3枚 分 〔39程 度)
増 加 で きる に す ぎ な い.し たが っ て,仮 に1mL'の土 地
か ら一 年 に1円 玉3枚 分 以 上 の植 物 を取 り去 り続 け れ
ば,た ち ま ち地 表 は 裸 に な っ て し ま う こ と に な る.ト
ナ カ イが 植 物 を 減 ら さ ない よ うに 食 べ るた め に は,実
に,1頭 当 り.一年 間 で0.7km!のitii秋が 必 要 とな る の だ.
か と い っ て,1頭 が 「ど 一 せ オ レは は ぐ れ トナ カ イ
よ!」 とい って.あ ま りに 広 大 な土 地 を独 占 して 食 物
危 機 を避 け る の も,結 婚 相 手 を 見 つ け る の には 不 白ill
で あ ろ う.こ ん な と りとめ もな い どん ぶ り勘 定 を して
見 る と,ニ ー オ ル ス ン付 近 の 数km2の 雪 原 で み られ る
十 数 頭 の 群 れ と い うの は,実 は 今 が 食 べ る の に 困 らず,
結 婚 相 手 に も 困 らな い とい っ た状 態 で あ る と も考 え ら
れ る.は た して そ うな の か?真 実 は,ト ナ カ イ白 身 に
問 いみ な け れ ば,や は り,わ か らな い.
